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 基本目標２　みんなで創る　助け合い　支えあいのしくみ　　

～まちづくり　人づくり　主役は地域のあなたから～

（１）市民活動やボランティア活動の活性化と人材育成

現状と課題

近年、ボランティアや市民活動への関心が高まり、現在市社会福祉協議会に設置されているとよかわボランティア・市民活動センターの登録団体数は192団体、登録者数は10,007人（平成19年11月9日現在）にのぼっています。こうした背景から、地域住民が行っているさまざまな活動や各種団体の活動が互いに連携しながら活性化していくよう、支援体制の強化が求められています。

市民アンケート調査では、ボランティア活動への参加状況についての問いに対して、活動していると答えた人が約1割程度と、活動している人はまだまだ少ないのが現状です。しかし、きっかけや機会がないことやどのようなボランティア活動があるのか知らないといった理由からボランティア活動に参加していない人もいると考えられ、そのような人たちが、ボランティアをはじめとする市民活動にスムーズに参加できる基盤づくりが必要です。

また、団塊世代の地域社会における受け皿が課題となっており、新しいライフスタイルを導き出し、生きがいづくりや社会参加を地域全体で考えていくことが必要です。そして、地域活動を円滑に効果的に進めるために市民活動とボランティア活動、支援してほしい人と支援できる人との調整機能が必要とされます。

■ボランティアへ活動への参加状況





○地域活動の参加者が特定の人に限られてしまう。

○ボランティア活動者が不足している。

○ボランティア活動の内容がよく知られていない。

○地域の人々の関わりが薄く、有事の際、助け合いができていない。

○ボランティアの固定化、高齢化や男性の参加が少なくなっており、地域内のつながりが希薄化している。

○地域のボランティアに対する理解が得られない。

○リーダー（役員）の引き受け手がないため役員活動での継続性が問題となっている。

○地域での責任のある役割を期待されることに抵抗を感じる人が多い。

○町内会の各活動を進んでやろうという意識が低く、リーダーのなり手がいない。

○町内会活動や地域福祉活動に対して関心が薄い。

○学生や若い人の参加が少ない。

○市民病院の病棟にもボランティアを入れてほしい。
重点課題

○地域のボランティア・市民活動の活性化

○地域のリーダーの育成
今後の取り組み

重点課題１　地域のボランティア・市民活動の活性化

地域住民の取り組み

○ボランティア・市民活動の体験を通して、活動への参加を呼びかけます。

○災害時の地域住民に対するボランティアの役割を明確にします。

○他地域のボランティア・市民活動内容を収集し、情報を提供します。

○ボランティア・市民活動の具体的内容をＰＲします。

○地域で誰でも気軽に参加できそうな環境美化活動などのボランティア活動を実施します。

○立ち上げたボランティア・市民活動を継続して実施できるよう努めます。

○ボランティア養成講座修了者はボランティア活動への積極的な参加に努めます。
社会福祉協議会や事業所等（サービス提供事業所、福祉施設など）の取り組み

○とよかわボランティア・市民活動センターは、行政と協力連携し、ボランティア・市民活動における情報の収集・提供、活動場所の提供、意識啓発・交流、相談・連絡調整を行います。

○「社協だより」、「とよかわボランティア市民活動センターだより」や社会福祉協議会ホームページを活用しながら、ボランティア活動等を積極的に紹介します。

○あらゆる世代が興味を持てるようにボランティア活動の啓発を企画します。

○ボランティアを育成するため、各種ボランティア養成講座やリーダー養成講座を開催します。

○企業などの事業所の有志、退職者によるボランティア・市民活動の紹介及びボランティア体験の講座などを開催します。

○福祉施設においては、積極的にボランティアを受け入れます。

行政の取り組み

○高齢者、障害者、子育て中の親への援助活動などを行うボランティアを育成するため、各種ボランティア養成講座やリーダー養成講座の開催を推進します。

○「広報とよかわ」やインターネットのホームページ、東三河市民活動情報サイト「どすごいネット」などにより、ボランティア等に関する各種情報を提供します。

○とよかわボランティア・市民活動センターでの相談・指導などにより、ボランティア・市民活動への参加を促進します。

○ボランティア体験の講座などにより、ボランティア・市民活動への参加を促します。
○団塊の世代の生きがいづくり、居場所づくりとして、ボランティア・市民活動は重要な位置を占めるようになるため、定年退職した人が、地域福祉の担い手としてその力を発揮できる環境づくりを推進していきます。

○ボランティア・市民活動団体の主体的な活動について理解し、活性化するように支援するとともに活動内容を啓発します。

○ボランティア・市民活動団体との協働について、市のあらゆる部署での推進を図ります。

重点課題２　地域のリーダーの育成

地域住民の取り組み

○町内会活動の重要性についてＰＲします。

社会福祉協議会や事業所等（サービス提供事業所、福祉施設など）の取り組み

○地域リーダ育成の研修への参加をＰＲします。

○ボランティア養成講座修了者に対して、フォローアップ研修を実施します。

○ボランティアリーダー養成のプログラムを開発します。

行政の取り組み

○ボランティア・市民活動の活性化を図るため、社会福祉協議会と連携し、ボランティア等のリーダーを養成する場や機会を提供します。

（２）地域の組織の活性化と人材育成

現状と課題

地域では、社会福祉協議会や町内会、民生委員・児童委員、老人クラブ、ＰＴＡなどさまざまな団体が助け合いの地域づくりに向け、活動しています。

そのような中で、町内会に加入しない世帯が増えています。特に、他の地域からマンション、アパートに転居してきた若い世帯に多くみられます。町内会はそこに住む人たちが、日常生活の中での様々な問題を住民相互が協力、連携し、地域づくりの基盤となることから、加入を促進してもらうよう働きかけが必要です。



○リーダー（役員）の引き受け手がないため役員の継続性がない。

○地域での責任ある役割を期待されることに抵抗を感じる人が多い。

○町内会の各活動を進んでやろうという意識が低く、リーダーのなり手がいない。

○町内会活動や地域福祉活動に対して関心が薄い。

○町内会の未加入者が多い。

○町内会未加入者の行政の対応が不明確である。

○情報が伝わらず、助け合い、あいさつができない。

○町内会未加入世帯への情報伝達方法がない。
重点課題

○地域組織の活性化

今後の取り組み

重点課題１　地域組織の活性化

地域住民の取り組み

○町内会活動へ積極的に参加します。

○魅力ある町内会活動の実施に努めます。

社会福祉協議会や事業所等（サービス提供事業所、福祉施設など）の取り組み
○地域住民と協力連携し、連区単位での地域福祉活動推進委員会の地域福祉活動、町内会単位の福祉会での見守り支えあい活動、ふれあいサロン活動、会食・配食ボランティア活動の立ち上げ、運営を支援します。
○連区、町内会及び地域福祉活動推進委員会を単位に、地域福祉活動推進セミナーや座談会を開催し、地域住民の福祉意識の向上と人材の発掘・育成を支援します。

行政の取り組み

○町内会、老人クラブ、子ども会など地域組織による支えあい機能が発揮されるよう、これらの地域組織を支援します。

○地域組織と関係の深い小・中学校、社会福祉協議会、民生委員・児童委員などとのネットワークづくりを支援します。

○市政情報の町内会への提供に努めます。

○町内会は地域づくりの基盤となることから、他の地域からマンション、アパートに転居してきた若い世帯などに町内会の活動内容をＰＲし、管理者、大家等様々な方面から加入を促進してもらうよう働きかけます。

○福祉活動リーダーや実践者を育成するために、社会福祉協議会やボランティア・市民活動団体と連携して各種人材育成のための講座や研修会などを開催し、支援していきます。

○小・中学校を子どもを介して地域住民を結びつける機関ととらえ、地域と学校との交流・連携を促進します。

（３）地域の組織の役割分担と連携

現状と課題

誰もが住みよい福祉のまちづくりを推進するためには、地域住民と事業者、行政等がそれぞれの立場に立った役割のもと互いに連携していくことが重要です。

その中で、地域福祉の推進役としての町内会役員、民生委員・児童委員や福祉委員を始めとする地域福祉活動者との連携強化が求められています。


 

○民生委員と福祉委員との役割分担が不明確である。

○民生委員と福祉委員の活動の兼ね合いが難しい。

○民生委員と福祉委員のつながりがない。
重点課題


〇民生委員・児童委員と福祉委員等との連携

今後の取り組み

重点課題１　民生委員・児童委員と福祉委員等との連携

地域住民の取り組み

○福祉委員の役割、活動について講習会を持ち、民生委員・児童委員との協力関係について理解を図ります。

○町内会役員や民生委員・児童委員、福祉委員との情報交換・意見交換の場を設けます。

社会福祉協議会や事業所等（サービス提供事業所、福祉施設など）の取り組み

○地域での座談会等を通して、民生委員・児童委員、福祉委員を始めとする地域福祉活動者の連携が図れる地域に合った体制づくりを推進します。
○民生委員・児童委員、福祉委員やボランティアを始めとする地域福祉活動者を対象とした研修の充実を図り、活動事例等を紹介しながら、それぞれの役割の理解と連携を深めるための支援を行います。
行政の取り組み

○民生委員・児童委員、福祉委員や交通指導員、防犯ボランティアなどとの連携により、要支援者、生活困窮者の発見や虐待の早期発見、見守り活動を推進していきます。

○人材育成に努めるとともに、地域で活動しやすいような環境をつくるため、必要な情報提供や活動場所の提供などの支援を図ります。

（４）社会福祉協議会活動の活性化

現状と課題

社会福祉協議会は、社会福祉法人として、これまで福祉サービスの提供、さらにボランティア活動の振興など地域福祉の推進に取り組んできました。

社会福祉協議会は，社会福祉法で「地域福祉を推進する中心的団体」として位置づけられ、制度的にも役割が明確になり、本市の地域福祉を推進するうえで重要な役割を担うことが期待されています。

今後、社会福祉協議会はこれまで以上に幅広い地域住民の参加を進め、地域の組織や団体と連携し、連絡・調整機能を発揮して、地域に根ざした福祉活動を活性化させるため、社会福祉協議会が策定する「地域福祉活動計画」と本計画との整合性を図りながら相互に連携・協力を推進します。


 

○社会福祉協議会が提供している各種サービスを有効に活用できていない。

○社会福祉協議会の活動やサービスの内容をＰＲする必要がある。
重点課題


〇社会福祉協議会活動の活性化

今後の取り組み

重点課題１　社会福祉協議会活動の活性化

地域住民の取り組み

○住み慣れた地域で安心して暮らせるよう社会福祉協議会が行う地域福祉に関する活動に参加します。

社会福祉協議会や事業所等（サービス提供事業所、福祉施設など）の取り組み

○行政とともに地域住民と協力連携しながら、地域福祉活動を推進します。
○社会福祉協議会ＰＲパンフレットの全戸配布、「社協だより」の発行、ホームページなどを活用しながら、社会福祉協議会活動の積極的な啓発を行います。

○「とよかわボランティア・市民活動センターだより」の発行等を通じ、とよかわボランティア・市民活動センターの機能及び各種団体の啓発を行います。

○地域福祉活動の機会を通じ、社会福祉協議会の活動を啓発します。

○地域での座談会や地域福祉活動を通じ、様々な意見等を聴き取り、社会福祉協議会の活動に反映します。

行政の取り組み

○社会福祉協議会と連携・協働し、地域福祉の推進役としての活動を支援します。













































































































































































































地域福祉会議からの意見














































































































資料：市民アンケート調査（平成18年）
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